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～ともに創ろう！輝くまちへ～ 発行責任者：すみさき 勉

ごあいさつ

長岡京市をより一層輝くまちへと育てるため、京都市役所での行政経験と 1 級建築士

としての専門性を活かして、私なりの取組みを始めています。子どもから高齢者まで様々

な世代を通して、市民が主役のまちづくりを進められるよう縁の下の力持ちでありたい

と思います。（発行責任者：炭﨑勉）
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私が委員として参画している総合計画審議会で第３期基本計

画の中間案がまとめられ、広く市民の皆様から意見を募るパブリ

ックコメントが実施されます。

これからの５年間の市の基本的な政策を示す重要な計画です。

皆さんの意見も是非反映させましょう。

◆募集期間：６月１８日(水)～７月１５日(火)

◆問合せ：総合計画推進課 ☎９５５－９５０２

第3期基本計画（中間案）に関する意見募集

◆資料の入手先

市役所旧庁舎２階総合計画推進課

市役所新庁舎 1 階市民情報コーナー

中央公民館

図書館

総合交流センター

多世代交流ふれあいセンター

災害への備えはできていますか？防災ハザードマップを活用しましょう！

赤い表紙の冊子「長岡京市防災ハザードマップ」が、今年３月に新しく発

行されました。全戸配布されているので、皆さんのところにもあるはずです。

出水期に入り、雨の多くなるこの時期に改めて手にとって見てください。

・ハザードマップは、台風やゲリラ豪雨等による風水害や土砂災害、地震等

が発生した場合に想定される被害やその範囲を分りやすく示した地図です。

・避難行動を考える際に必要な防災情報や役立つ情報も掲載されています。

・災害について知ること、自宅周辺の状況を知ること、どのタイミングで行

動を始めるのかを知ることが災害への備えの第一歩です。

・いざという時のために、災害が発生する前にハザードマップを使い、家族

やご近所の方と話し合って、緊急時にどうすればよいかをあらかじめ考えて

おくことが大切です。

特殊詐欺被害が急増しています。サギ電話の７割以上は国際電話！

特殊詐欺で悪用されることが多い国際電話を受けないように

するため、京都府警察は国際電話の利用休止手続きを支援する取

組みを始めています。

向日町署では月２回程度、管内各地で支援窓口を設けて手続き

を呼びかけています。また、向日町署や最寄りの交番でも申込み

ができるとされています。安心のため、相談してみてください。

◆問合せ：向日町署生活安全課 ☎９２１－０１１０

ご意見をお寄せください。

✉tsumisaki@gmail.com


